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産業医研修会のご案内

令和 3 年度沖縄県医師会産業医研修会

日時 場所 基礎 
研修

生涯 
研修 カリキュラム 単

位 講師名 講師所属 研修テーマ 備考

H 1月19日(水) 
18:30-21:30

沖縄県医師会館 
3 階ホール

後期 専門 (1) 総論 1.5 (1) 青木 一雄

(1) 沖縄産業保健総合支援
センター所長

(1) 産業医の役割と職務～
産業保健の現状と今後の
展望～

※
認
定
産
業
医
制
度
単
位
申
請
中

後期 専門 (2) 健康管理 1.5 (2) 崎間　敦

(2) 琉球大学保健管理セ
ンター所長・沖縄産業
保健総合支援センター
産業医学相談員

(2) Ｗｉｔｈ ＣＯＲＯＮＡ時代
における健康管理

I 1月29日(土) 
15:00-18:00

沖縄県医師会館 
3 階ホール

後期 専門 (1) メンタルヘルス
対策 1.5 (1) 山本 和儀

(1) 山本クリニック院長・
沖縄産業保健総合支援
センターメンタルヘル
ス相談員

(1) Ｗｉｈｔ＆Ｐｏｓｔコロナ時
代の職場メンタルヘルス
対策～メンタルヘルス不
調の 1 次予防から復職支
援までの update ～

後期 更新
(2) 労 働 衛 生 関

係法規と関係
通達の改正 

1.5 (2) 加藤 浩司

(2) 社会保険労務士・医療
勤務環境改善支援セン
ター アドバイザー

(2) 働き方改革における、安
衛法等の改正動向と労務
管理上の諸課題～副業・
兼業の促進に関するガイ
ドライン等について～

※単位制の研修につき、時間厳守でお願いします。遅刻や途中退室は単位認定ができませんのでご注意ください。
※研修テーマ等は変更になる場合があります。

令和３年度 沖縄県医師会産業医研修会

日時 場所
基礎
研修

生涯
研修

カリキュラム
（付与単位数）

単
位

講師名 講師所属 研修テーマ 備考

H 1月19日(水)
18:30-21:30

沖縄県
医師会館
3階ホール

後期 専門 (1) 総論 1.5 (1) 青木 一雄 (1) 沖縄産業保健総合支援センター所長 (1) 産業医の役割と職務～産業保健の
現状と今後の展望～

※
認
定
産
業
医
制
度
単
位
申
請
中

後期 専門 (2) 健康管理 1.5 (2) 崎間　敦 (2)
琉球大学保健管理センター所長・
沖縄産業保健総合支援センター産業医
学相談員

(2) Ｗｉｔｈ ＣＯＲＯＮＡ時代における健康

管理

I 1月29日(土)
15:00-18:00

沖縄県
医師会館
3階ホール

後期 専門 (1) メンタルヘルス対策 1.5 (1) 山本和儀 (1)
山本クリニック院長・
沖縄産業保健総合支援センターメンタル
ヘルス相談員

(1)

Ｗｉｈｔ＆Ｐｏｓｔコロナ時代の職場メンタ
ルヘルス対策

　～メンタルヘルス不調の1次予防か

ら復職支援までのupdate～

後期 更新 (2) 労働衛生関係法規
と関係通達の改正 1.5 (2) 加藤 浩司 (2)

社会保険労務士・
医療勤務環境改善支援センター アドバ

イザー

(2)

働き方改革における、安衛法等の改
正動向と労務管理上の諸課題～副
業・兼業の促進に関するガイドライン
等について～

　※単位制の研修につき、時間厳守でお願いします。遅刻や途中退室は単位認定ができませんのでご注意ください。

　※研修テーマ等は変更になる場合があります。

沖縄県医師会業務１課行　FAX（098-888-0089）

研修会参加申込票

　参加希望の研修会に○印を付けてください。

申込み研修

Ｈ 令和4年1月19日（水）

I 令和4年1月29日（土）

参加申込者氏名

施設名

ＴＥＬ

ＦＡＸ

Mailｱﾄﾞﾚｽ

認定区分 認定医　　　・　　　未認定医

有効期限
※認定医の場合

　　　年　　　　月　　　　日

※申込後にキャンセルする場合は、お早めにご連絡をお願い致します。

※新型コロナ感染症感染拡大防止対策のため人数制限等により、受講できない場合もありますのでご了承ください。

沖縄県医師会  業務1課
TEL：098-888-0087

FAX：098-888-0089
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申込み日

診療科目

ＦＡＸ

メモ欄

連絡先
沖縄県医師会　業務1課（産業医担当）
TEL : 098-888-0087
FAX : 098-888-0089
Mail：ｇ1@okinawa.med.or.jp

嘱託産業医活動情報書

沖縄県医師会では、事業場からの産業医紹介依頼に対応するため、産業医としての契約を希望されている先生
方の情報を取りまとめたいと考えております。ご協力いただける方は下記事項に記入いただき提出をお願い致し
ます。
※事業場との契約内容（報酬等）については、事業主と産業医の相談により決定となります。

　　　　　年　　　月　　　日　（　　　）

産業医氏名
　

医療機関名
　

住　　　所

電話番号
　　

メールアドレス

　嘱託産業医を受託する際のご希望をお聞かせ下さい。

項　　目 　ご　希　望　条　件

実施可能件数 　1件　　・2件　　・3件　　・4件　　・5件以上

事業所規模
従業員数

①５０人～９９人　②１００人～１４９人　③１５０人以上

業種について
①建設業　②製造業　③運送業　④サービス業

⑤ＩＴ業　⑥その他（　　　　　　　　　　　）　⑦特になし

活動希望地区 ①北部　②中部　③南部　④那覇市内　⑤本島全域　⑥離島可

事業所への訪問、実施曜日
(事業所訪問は基本月1回)

①企業の都合に合わせる　②双方相談のうえ調整

活動可能な曜日・時間
について

①　月 ・ 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金 ・ 土 ・ 日

②第(　 　　)　 　　曜日　　　 ③指定なし

希望時間帯（午前　・　午後　・ 　　　時以降 ・ 特になし　）

地区医師会との情報共有 ①　許可する　　　②許可しない

ストレスチェックの実施者になるこ
とについて

①　承諾する　　　②承諾しない　　　③要相談

ストレスチェックの共同実施者に
なることについて

①　承諾する　　　②承諾しない　　　③要相談

ストレスチェック後の高ストレス者
に対する面接指導について

①　実施可能　　　②実施不可　　　　③要相談
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沖縄県医師会報投稿規定
沖縄県医師会報
投稿規定

�生涯教育／プライマリ・ケアー�
◯字数制限

生涯教育 6,000 字以内とし、冒頭に 400 字程度の要旨をつけて下さい。
プライマリ・ケアー 2,500 字以内

（図表 1 枚を 400 文字数に換算する必要がある）
◯内 容

生涯教育は、原則学術・実地医家にとって有用性の高い総説論文
プライマリ・ケアーは、病診連携、病病連携等に資していただけるような、日常的な症状に関するミニレクチャー
的な内容。

○原稿の書き方
①原稿はできるだけ Word、Excel、PowerPoint にて作成して下さい。
②原則として常用漢字、現代かな使い、算用数字を使用して下さい。
③図、表、写真の挿入場所を文中に指定して下さい。
④図表にはタイトルをつけてください。
⑤ 写真、図、表は原則として 10 枚以内とし、そのまま製版出来る鮮明なもので、特に写真は明瞭なものでご提

出下さい。
⑥ 人を対象とした研究については、ヘルシンキ宣言を遵守したものであること、また症例を提示する際（症例

報告）は、患者さんのプライバシーの保護やインフォームドコンセントなどに関する倫理的な問題に十分配
慮されていること。

　個人が特定され得る疾病に関しては、本人の同意を得るようご配慮下さい。
○文 献

引用文献は最小限度（原則として 10 以内）とし、論文中にでてくる順に番号をつけ、末尾に以下の形式で一括
して下さい。本文中には，引用部の右肩に 1）2）3）…の番号を付してください。引用の図表は出典を明記し
て下さい。
著者は複数の場合は筆頭者 , 他で記入下さい。
引用文献の記載項目並びに順序

○雑誌の場合
著者名：論文題名．雑誌名　発行年；巻： ページ．
Ahonkhai VL, et al : Failure of pneumococcal vaccine in children with sickle-cell disease. N Engl J Med 1979 ;  
301 : 26-27.

○単行本の場合
著者名：書名．（版数），発行所，発行所の所在地，発行年；引用ページ．
Koch FC, et al : Practical Methods in Biochemistry. 2nd ed, William Willkins, Baltimore, 1948 ; 212（or 212-215）.

○シリーズなど
執筆者名：執筆部分題名．編者名，シリーズ 名，巻数，発行所，発行地，発行年；引用ページ．
Kovec A : The liver and spleen. ed Bolinger RE, In Guide to Diagnostic Imaging, vol 1, Medical Examination 
Publishing Co Inc, New York, 1982 ; 123-140.

○ウェブサイトの場合
執筆者名（編者名）：サイト名．URL（最終閲覧日）
運動器の 10 年・日本協会：学校での運動器検診の手引き．http://www.bjd-jp.org/medicalexamination/guide_0.
html（2016 年 8 月 16 日閲覧）

�月間（週間）行事お知らせ�
◯字数制限：2,000 字以内
○内　　容：医療関係の行事等について

�発言席�
◯字数制限：2,500 字以内
○内　　容：会員の先生方のご意見や主張等

�勤務医 /臨床研修医�
◯字数制限：勤務医 2,000 字以内、臨床研修医 1,500 字以内
○内　　容：勤務医・臨床医の先生方からのご意見・ご要望
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沖縄県医師会報投稿規定

�地区医師会�
◯字数制限：1,000 字以内
○内　　容：各地区医師会の活動状況
　　　　　　 （例：テレビ番組やラジオ番組の放映、かかりつけ医推進事業等の厚労省モデル事業や独自の院内　

活動等）

�若　手�
◯字数制限：1,500 字以内
○内　　容：今後の進路を決める先生方へのアドバイス等について（若手医師への提言、日常診療のコツ、開　
　　　　　　業顛末記等）

�随筆 / 新春干支随筆 /緑陰随筆�
◯字数制限：随筆 2,500 字以内、新春干支随筆・緑陰随筆 1,500 字以内
○内　　容：日常診療のエピソード、青春の思い出、一枚の写真、趣味などの他、紀行文、特技書評、新年の　
　　　　　　抱負など

�本の紹介�
◯字数制限：1,500 字以内
○内　　容：感動した、生き方が変わった、診療が変わった、 新たに真実を知った本等々、会員の皆様の座右の　
　　　　　　本の紹介

�いきいきグループ紹介�
◯字数制限：1,000 字以内
○内　　容：各研究会、スポーツ同好会や摸合等の活動紹介

�身近な闘病記�
◯字数制限：2,000 字以内
○内　　容：ご自身又はご家族の病気療養の経験談について

�追悼文�
◯字数制限：1,500 字以内
○内　　容：お亡くなりになられた先生への追悼

�広　告�
○沖縄県医師会報の品位、及び体制を損なわぬものとし、採否については広報委員会で審議のうえ決定する。

投稿の方法
1. 会報への投稿の第一執筆者は、原則として沖縄県医師会会員であること。
2. 原稿には題名、氏名、勤務先 ( 所属 ) を明記して下さい。
3. 図・表・写真は原則モノクロ掲載とし、カラーの場合は実費をご負担願います。
4. 送付方法は出来ましたらメール送信又はＣＤ - Ｒ等での送付をお願いします。
5. 同一会員の原稿掲載回数は、1 期（4 ～ 7 月号）、2 期（8 ～ 11 月号）、3 期（12 ～ 3 月号）の各期ごとに 1 編のみ。
6. 写真の解像度は 350 以上でお願いします。表紙写真に関しては、会員本人撮影のものとする。
7. 掲載の採否は広報委員会で決定し、内容によっては原稿の修正等をお願いする事があります。

著作権
本誌並びにホームページに掲載される著作物の著作権は沖縄県医師会に帰属します。

送付先・問い合わせ先
沖縄県医師会 庶務課
〒 901-1105 南風原町新川 218-9
TEL：098-888-0087　FAX：098-888-0089
E-mail：kaihou@ml.okinawa.med.or.jp

平成 29 年 7 月 1 日より
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編集後記

　生涯教育は、琉球大学病院集中治療部の渕上
竜也先生に「重症呼吸不全に対する人工呼吸管
理」について執筆していただきました。難しい
内容を非専門医にもわかりやすく解説されてお
り、また新型コロナウイルス肺炎管理のポイン
トについてもご説明があります。
　プライマリ・ケアコーナーでは、那覇市立病
院の旭朝弘先生より「クリニカルパスについて」
と題して、パスの歴史、概念、メリットについ
て自施設での現状も含め解説があります。
　月間（週間）行事のお知らせは 5 編。琉球大
学整形外科 西田康太郎先生の「骨と関節の日

（10/8）に寄せて」では、骨粗鬆症に伴う大腿
骨近位部骨折の割合が沖縄は全国の中で最悪で
あること、ロコモティブシンドロームに対する
認知度が全国最低であることが示され、沖縄県
整形外科医会が中心となって啓発普及に向けた
新たな取り組みを開始し、県民の健康寿命を延
ばすための活動をしていることが述べられてい
ます。また琉球大学病院周産母指センター 吉
田朝秀先生からは「乳幼児突然死症候群（SIDS）
対策強化月間に寄せて」と題して、SIDS 予防
に対する予防や SIDS が社会に与える影響と不
安への対処について述べられています。
　発言席での県立北部病院 諸井明仁先生の「子
宮脱について」と随筆コーナーの同仁病院 山
内裕樹の「ICT について思うこと」も興味深い
内容です。
　昨年度から県民向けの公開講座の開催ができ
ない状況が続いています。大きな会場で多数の
県民を集めての公開講座は今後とも開催が難し
い状況が続くと予想されます。県医師会広報委
員会としては県民の健康維持のための情報発信
をこれからどのように行っていくか検討中で
す。この先恒例の様々な医師会行事が徐々に再
開となり、この医師会報の中で報告できる内容
が増えてくれることを願いたいと思います。

広報委員　藏下　　要

　朝夕の風に肌寒さを感じ、ここ沖縄でもいつ
の間にか夏から秋へと季節の移り変わりを感じ
られるようになりました。北の国からは初雪の
便りも届き、今年も 1 年が終わりに近づいてき
ていることを実感させられます。
　猛威を振るった新型コロナウイルス感染拡大
の第 5 波がようやく落ち着きをみせ、各医療機
関でも少しずつ日常診療を取り戻しつつあるの
ではないかと推察いたします。ただ年明けには
第 6 波の襲来も懸念されており、これからの
ウィズコロナの時代で県民が安心して受診でき
る医療を提供するためにも、今後ともコロナに
対する備えを怠ることのないようにしていきた
いものです。
　沖縄県医師会報は今号も 10、11 月合併号と
なります。表紙は伊志嶺隆先生から寄せられた
幻想的なモスクの写真で飾られています。
　冒頭では、去る 7 月 12 日に急逝された、沖
縄県医師会前会長 故 宮城信雄先生の合同葬の
ご報告、並びに江夏力先生、玉城信光先生、宮
里達也先生、照屋勉先生からの追悼文のご寄稿
があります。親交の深かった先生方の文章から
は宮城先生のお人柄がにじみ出ているように思
いました。30 年余り前、私自身、外科医とし
ての研修時代に沖縄第一病院でお世話になりま
した。当時感じた、宮城先生の穏やかな表情と
優しい語り口の中に揺るぎない信念を滲ませて
いたお姿は、その後もずっと変わることはあり
ませんでした。初めて完走した NAHA マラソ
ンも、初めて出たゴルフコースも宮城先生のお
声掛けにより参加したものでした。心よりご冥
福をお祈りいたします。
　また沖縄の眼科医界に多大な功績を残された 
故 比嘉弘文先生の追悼文も安里良盛先生より
ご寄稿があります。
　オンラインで開催された令和 3 年度都道府県
医師会勤務医担当理事連絡協議会、九州医師会
連合会第 391 回常任委員会のご報告が涌波理
事、安里会長よりそれぞれあります。
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